

環境条件 

定格入力電圧_ 
消費電力 
動作環境 

保管環境 

適合規制_ 
耐性 


ACIOCIV、 己 0/60HZ. 8。日 A 

走常時最大已日 3W (非給電時4日。 7 W ) ,最小 3 日。9 W 
動作ミ品度範囲日〜4日 ‘ C 

動作湿度範囲2日〜8日 ％ RH (結露なきこと） 

保管温度範囲 -2 日〜 7 日 .C 

保管湿度範囲 10 〜 9 日％ RH (結露なきこと） 


電磕放身寸 VCC I クつス A 

詩電気放電（巨 SD ) 

放射電麻巧害 

電気的ファストトつンジェントパースト 
電気めサージ 

耐伝導ノイズ巧 
電源周殺敎イミ^ニティ 
瞬停/電庙変動 


I 巨 C 巨1000 — 4 
1EC61000-4 
IEC61000-4 
IEC 己1000 -4 
(A C line) 

I 巨 C 己1日00 — 4 
IEC 己10 00 -4 
IEC 61000 -4 


-2 ( 1 

- 3 L e 

- 4 L e 

-己 L e 


0 K V) 

V e I 2 

V e I 3 

V e I 4 



形が及び材料。を采乡 
質量 (重量) 


添付商品 f ± 磕國による 
己，已〇 0 g 


ネット 7 —ク接続 


ツイストペアポート： RJ 4 己コククタ24ポート（*1) 

伝送ちす ： IEEE802.3 10 BASE-T 

IEEE802。 3 U 1 OOBASE-TX 
IE 巨巨 802，3 ab 1 OOOBASE-T 

伝送速度 ：1 日/ 1 日日/1日0日 Mbps を/半二重 


適合 ケーブル：ツイスト-ペア-ケー ブル 


( E ] A / TIA 已68カテゴリー己 e 相当な占） 

最大伝送距離：1日0 m 

オートネゴシ ： L ーション機能：通信を度。を半二重を自動認識 

或定により1日 Mbps. 10日 Mbps およびを二重、半二重を固定可能 

各ポートに最大3 0 W の給電が可能 


SF P 柏:張ポート： 4 ポート 

《止記 10 日 0 巨 ASE-T が応ツイストペアポ- 
才 了シ 3 ン： SFP -1 日 00 SX SFP モジニ 
SFP-1000LX SFP モジ ニ 
SFP-LX40 SFP モジ ニ 


卜との選おネ1|用 
ール C PN 5 4 0 21 ) 
-ル tPN 5402 3) 
ー ル （ PN 己402己） 




ターミナル 
エミュレータ 接梳 


.E D 表示 


(& 1 )MN 日シリーズ省電カモード搭載により.ポー ト 接続を自動糕知し.電力消費を必要量に抑制。 

コンソール。ポート： R 」4 已コをクタ 1ポート 

通信ちす： RJ 4 已 （ ITU-TS V，24) 準脚 
エミ1レーンヨンモード': VT100 

通信某 件： 9 巨日日 bps , 8 bl しノンバリティー' ストップビット 1 

( 1 ) 電源 LED CPWR ) 

綠点な：電源 ON 

(2) 自己誌断 LED ( STATUS ) 

緑点な ：システム 正常稳働 
禮点な： ソステム 起動中 
接点減 ：システム 障 苦 

(3) 温度 t ンサ LED ( TEMP ) 

綜点な：正常惊働 

禮点減：内部溫度 t ンサの設定闘值を超えた塌合 

(4) フ7ソ t ソサ LED ( FAN ) 

綜点な：正常穗働 
檔点減： ファン 蹈害 
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-ド接続 



ント仕様 


チの管理 



緑点む：電源な給中 
檔点減： 0 V e 「 I 0曰 d 時 

消灯：電源未 f 共給.または端末ホ接続 
GIGA (ポート 1 〜 24) 

禄点灯： 1 G b P S で リン クボ確な 

ミ肖な： 10 0Mbps あるし、は 1 日 M b P S でリンクが確立 
L]NK/ACT 。 （ポート！〜 24) 

禄点灯： 1 扫 bps あるいは 1 曰日 Mbps で リンク ボ確立 
瞪点む： 1日 M b P S でリンクが確な 

緑点滅： 1 G b P S ぁるいは 1 日日 M b P S でパヶット送受信中 
穏点滅：1日 Mb P S でパヶット送受信中 
消打：端末ホ接続 

ポート 1 〜 2 4 が A U t 0 M D 1/ M D I - X にがお（固定設定巧能） 
通信条件を固定に設定したポートは、 M D I - X じなりまず 
工場化荷時は.ポート 1 〜 2 日は M D I - X になりまず 

ソフトウてアからけ下の3つのモードでリヒ’ソ ト巧能 

(1) う ホーム スタート 

( 2 ) 工場化荷時に戻ずリピット 

(3) ] P アドレスなタトを工場化巧時に戻ずリたット 
《をモードでリブートタイマ-機能の併用がす能 


管理用プ□トコ ル： S N M P V 1/ V 2 ( RFC 11 日 7) 

TELNET CRFC 8 5 4) 

HTTP CRFC 2 61 6) 

SSH V 2 ( RFC 42 5 1, RFC 42 己 2, RFC / 

RFC 42 已4, R F C 4 

ソフトウ王ア。タウン□—ド用了□トコ ル： TFTP ( RFC 7 S 3) 

装備ずる MI 目： M ] 巨 II ( RFC 1213) 

SNMPv 2 -M ] B CRFC 19 日 7) 

IP - FORWARDING-MIB ( RFC 2 曰 96) 

(1 P C I d「RouteTcib le のみ） 

R M 0 N - M I B ( RFC 2 S 1 曰） 

(グルー了し 2, 3， 9) 

目 R ] DGE-M ] B (RFC 149 3) 

P — 臣 RID 曰巨一 M ] 巨 （ RFC 2674) 

Q — 巨 RIDQE — M ] 巨 （ RFC 2674) 

I F — M I 巳 CRFC 2 23 3) 

(1 fTestT 日 b Le な外） 

RADIUS - AUTH - CLIENT-MIB CRFC 2 618) 
POWER - ETHERNET - M]B CRFC 3621) 

(dee IxSoppConf I g T a b le, 
dot LxSuppSt 曰 tsTable は外） 

IEEE 802 。 IX M]B 
IEEE 含日 2，3 ad M ] 巨 
R S T P - M I B 

な下のち法によって管理用パつゾーグの設定がす能 

C 1 ) コンソール。ボートに接続された非同期端末からの或定 

(2) T e L n e しおよび SSH により接続した遠隔端末からの設定 

(3) 日本語 Web による遠隔端末からの設定 

な下のち法によってスイ’ソ子の管理ボ巧能 

( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの管理 

C 2) SSH/T e Inet と TCP / IP クット7-ク;妾続を使用した遠隔端末からの管理 
(吕） SNMP マえージャによる管理 

(4) 日本語 Web による遠隔端末からの管理 

は下の機能にぶってスイ y 子動作状況の確認が巧能 

( 1 ) ファンヒンサ機能 

(2) 内部通度たソサ機能 

C 3) CPU 使用率。ゾモリ使用量ま示機能 

S y S log Client ( Syslog サーバへのシステム □ ダ送信） 

TFTP C I I e n t (ソフトウ I アアップダレード，或ち情報の保存。読込） 

□グイン RADIUS (RADI US サーバによる□グイン認証機能） 

電源 コー ド掛けブ□ック（電源 コー ドのなけ防止） 


，R F C 4 2己3, 
R F C 4 716 ) 
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塔載機能 

.- 1。スイッチ機館 


ングシリ 


- 3 。 VLAN 


4。リンク 

_アグリゲ ー_ソヨン 

己 。 Q 0 S 


- D 。ポート 

モこタ リンク' 

一/。 マルチホザス 


8。認 t 正機能サポート 


-9。給電機能 


0。詩音ファン 

コント□ー ル機能 


。アクヒス 

つント□ー ル 


-12。リングプ□トコル 




スイッ手ンクちす 
スイジ乎ンク容量 
バケット転送能力 


M A C アドレステーブル 
パッファ 

フ □一制御 
エージング 

づタ ンボフレーム巧応 


:ストアアンドフオアード 

: 4 8曰 b P S 

:し4 8 8,日0日 PPS / ポート （1 日0日 Mbps ) 

:148, 8日日 PPS / ポ-卜 （1 日日 Mbps ) 

14，8 8 0 P P G / ポ-卜 （10 Mbps ) 

: SK エン h リー/ユ三 V 卜 

(ポ-卜単化で自動学習の有効/無効ボ可能、固定登録ボ可能） 
:己12 K バイト 
:半二重時バックプレ’ソシ V - 
全二重時 ] 巨 EE 802。 3 x 
: 3 0日〜日日0秒（デフ ホル ト値） 


I E E E 8 0 2 . 1 D スバニンブツリープ□トコル互換 
I E 巳 E 8日2。1 W つピ y ドス"。ニングツリープ□トコル豆懊 
I E 巨 E 8日2 。 Is マル子つ‘ルスバニングクリープ□トコルをが 
巨 PDU ガード臟能サポート 

IE 巨 ES 日2。 1 Q タブ VLAN プ□トコル準拠 
ポー ト ベース VLAN 

V L AN 登歸を2己6個（デフォルトもさむ） 

イングーなットマンシ 3 ン機能サポート 

I 巨巳 E 8 日2。3曰 d リンクアタリずーシ3ン臟能サポート 
最大12グループ措巧す能 （ 1ダループ最大8ポート） 

IEEE 8 C ]2 。Ip 4段階の優先制御をサボート 
ス寸ジ1ーリング方式： 

Priority Queuing ( PQ : 絶が僵先スケジ王 ー リング） 
Weighted Round Robin ( WRR : 重みかきつウンド□ビソ） 

対象となるポートの卜つ フィッ クを指ちしわポートにコピーして送信す能 
(複数の巧象ポ-卜指定が可能） 

(送信方向のミつーパ吁ットには受信した VLAN ID の VLAN タダをか加して化力） 

I G M P Snoopfng 機能サボート 
I 曰 MP Q U e r I e r 機能サポート 
マル f キザスト7ィルタリンタ機能サポート 

I 巨巨 E 8 日2。1 X ポートベース認証機能すポート 
I E 巨 ES 日2。1 X を用いた MAC ベース個別認 t 正機能 
IE 巨 E 8 日2。1 X を用いたダイナミンク VLAN 機能 
IE 巨 ES 日2。1 X を用いたゲスト VLAN 臟能 
登録 MAC ァドレス強制認証機能 
CEAP - MD 已 / TLS / PEAP 認証ち式） 

EAP フレーム透過 I 幾能（ポート单化で EAP フレ-ム透腫の有効/無効が可能) 

IE 巨 ES 日2。3 a t 給電臟能サポート 

1〜2 4ポ-卜に最大合計3 7日 W 給電す能（ポ-卜への最大給電能力3 0 W ) 

給電ちす : Alternative A (信号線1，2 ,3，6利用） 

動作環境.給電容量に合わせ.フ 7 ソ◎転数を設定 


詩音 

動作 

最大 

備ち 

フ 7 ンコント□ー ル 

環境遍度 

給電容量 

高速（工場化荷を） 
High 

0 -4 日ご 

37日 W 


低速 

日一4 0 .C 

17已 W 

給電容量ポ17己 W を超える場合は. 7 7 ソを高速に 

Low 

或ちしてご使用ください 


平巧24年 1月 


平ぶ2 4 年 2月 9曰 


は下のバつ/ー タでアクヒス制御が巧能 

(1) ]P アドレス （Source または DeGt I not 1 on ) 

(2) MAC アドレス （Source または Destination ) 

(3) TCP / UDP ポート番号 （Source または Destin 日 tlon ) 

(4) VLAN ID 

(己） ] E 巨巨 8 日2 。 Ip Priority 

(6) DSC P 

(7) Protocol 
(8 ) ] C M P タイプ 
C 9 )TCPSYNFlag 

リソグ睛ぶで冗長化が可能（最大 S グループの登歸ボ可能） 
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2 。 す寸応ブつウサ' 

3。 使用言語及び 
使用プ〇トコル 

設定機能 

1。スイッ手ンク或定 



2。ゾールレ ポート 


3。時間設定 


HTTP 1。1 
HTML 4。0 
Java S E 1 。 4 


管理情報設定 
] P 設定 
SNM Pt をを 
ポート設定 
アク t ス条件設定 
ユーザを/パス 7- ド或定 
FDB 設定あび参照 
時刻設定 
LLDP 或定 
VLAN 設定 

リンクアグリゲーシヨン設定 
ポートモこタリソダ設定 

MST P (マル f 了ルスパ ニン タツリ ー) 設定 
アクヒス コン ト□-ル或定 

Q 0 S 設定 

ストームコント□-ル或を 
]G M P Snoop 1 n 9 設定 
]G M P Q U e 「1 e 「設定 
P 0 E 設定 

ポートカウンタ設定及び参照 
ソフトウ X アア y 了 グレー ド或定 
設定ファイルの保存/読化設定 
再起動設定 
システム□ク' 

シス子ム□グ送信設定 
設定情報の保存 

/ー ルサー バの設定 

送信先アカウント （/- ルアドレス）の或;ま（最大 3 アカウント） 

:それぞれにレポートの通知と卜つッ了の通知を選お可能 
送信元アカウント （/- ルアドレス）の設定 
レポート固隔の或定 ：を曰，を週.を月のいずれか 
レポートの内容の設定：ポート情報、卜つフィックサマリ.システム〇グ 
添かフ7イルの運お ：添かしない. CSV 形す.テみスト报巧のいずれか 

康かファイルテ'ータの或定 

T - プ収集間隔 ：10分を、3 0分を，1時間、3時間、目時間、1日のいずれか 


□グの内容 ：帯巧使用率（％)、受信フレ-ム数.了 □- 

コリジョソ回数、エつ一総数 

ポー ト選が 

或定接.テスト > ールを送信ずる 

端末からの時别データの転送による時計合わせ（時别設定ボタン） 
SNT P 設定 
時刻手動設定 


ドみ r スト.マル子ち"ッス 
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卜 7 —クソリ i - シ 3 ン事業本部 
クット7— ク商品事業部 


ピン N 0。 

信号 

ピン N 0。 

信号 

1 

T X D 

己 

N C 

2 

扫 N D 

己 

N C 

3 

RX D 

7 

NC 

4 

GN D 

8 

NC 


設置ちを。付属□ち _ 

I - 1 。 曾妥置方法 （1) 19 イン子つックへの取り付し 

I - 2 。 f 寸属品 （ 1 ) 取扱説日月書 

¢2 ) CD-ROM 

(3) 巧か金具 （ 19 インチつ ック： 

(4) ねじ （19 Y ソチつックマウニ 
(己)ねじ（巧か金具と本体接統用) 
¢6)ゴム足 

C 7) 電源コ-ド（《） 

C ぷ）付属の電賴コードは1曰 


] 平成2 4年^巧_1日 e - 京、ソ 
] 平成2 4年 2月 9曰 


-2。或定機館 


- 3 - 1。 

基本卜目報 

。シス干ム情報の設定 ：橋働時間 （sysUpT I m e ) の表示 

詳細情報 C S y S D e S C r ) の表示 
管埋者 （ sys 日 ontact ) の表示 
設置場戸斤 （sysLocat ! on ) の表示 
ホストを CsysName ) の表示 

-3-2。 

卜つ フィック□ク’ 

-ホ:-卜別の過ま2 4時固の10分ごとの卜つフィックの状態を表示。 

表示内容は 
時刻 

帯巧使用率(%) 

受信フレーム数 
了□-ドホでスト 
マルモちザスト 
コリジ 3 ン回级 
エつ一総数 


-4。ク'つフィック機能 

- 4 - 1 。 ポート 。本体をダつフィ y ク表示し. L E D の表示が態をリアルタイムで確誌す能 

ステータス 。更新固隔： 2日秒 


コクタ ピソ配置 


-しポ 

—卜 1〜 

2 

4 












が態 

ピン N 0 . 


1 

2 

3 

6 


4 


己 


7 


8 

M D 1 - X 

信号 

目1 

_DBi 

BLDB - 

聞 _ DA + 

BLDA - 

聞 _ 

_ DD + 

亂 

_ DD - 

聞 _ 

_ DC + 

BL 

- DC - 

MD I 

信号 

BI 

_DAi 

BLDA - 

BLDB + 

BLDB - 

BL 

_ DC + 

BL 

- DC - 

BL 

_ DD + 

BL 

_ DD - 


_ 2。コンソール。ポート 
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コ ー 1 000 sx 光ファイバ。ポート 

コ N 己 4 0 21) f 云送方す 

ら送速度 
適合于ーブル 


最大伝送距離 


ご一10 0 0 L X 光フ7ィバ。ポート 
ご N 己4 0 2 3 ) ち送ちす 

を送速度 
適合 ケ - ブル 


LC 〕 ククタ （2 ち） 

] EE 巨 S 日2。3 Z 1000 BASE-SX 
1000 Mbps 全二重 
光ファイバ中一了ル 

己0/12己 Mfn マル f モードフ7イバ 
日2。己/12己け m マルチモードフ7イバ 

5 0 /12 5 U m の場合日日日 m 
日2。己/12 日け m の場合 22 0 m 



つ - L X 4日 
ご N 5 4日2己） 


最大伝送距雜 

光ファイバ。ポート 
ち送速度 
適合ケーブル 

最大ち送距離 


LC 〕 ククタ （2 ち） 

] EE 巨8日 2，3 z 1 C 

1日00 Mbps 全二重 
光ファイバ午ーブル 
10 /12 5 U m シソダルモ 
10 K m 


0 0 DBASE - 


ドファイバ 


LC コネクタ （2 ち） 

1000 Mbps 全二重 
光ファイバ吁ーブル 

1 □ /12已 y m シンダルモードフ7イバ 
4 0 K m (を 2) 


( 《1 ) LX 4 0をが向でご使用ください（通信速度 1 0 0 0 Mbps ) 
(《2)光許容損失は一19 d 目な下でご使用ください 
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安を確保のための使用止の禁止事項 


記の項目をミ前足されていない場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

苗品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

:1 ) 交流10日 V は外では使用しない 

乂烫。感電。化障の原因となりまず。 

こ吕）ぬれた手で電源了つダを抜き差ししない 
感電。故障の原因となりまず。 

：3)雷が発生したときは.この装置や接続中ープルに朋れない 
感電の原因になりまず。 

M ) この装置をみ解。改造しない 

火を。感電。故障の原因になりまず。 

: 5 ) 電源コードを傷つけわり.無理に回がたり、引っ張ったり.ねじったりたばねたり.はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したりしなし 
電源コードボ破損し.义烫。感電の原因になりまず。 

'、る') 扇□部やツイストぺアポート、コンソールポート、 SFP おおス□ットから内部に金属や燃えやずいものなどの異物を差し化んだり. 

巧とし化んだりしない 
乂お。感電。化障の原因になります。 

こ 7) ツイストぺアポートに 1 日目 ASE - T /1 日日臣 ASE - TX /100 日巨 ASE - T な外の機器を接続しない 
火を。感電。故障の原因になりまず。 

こ谷） コンソー ルボートに別売の〕 ンソー ルケー了 ル PN 72 日 □ 1 R 」 4已 -DS U b 日ピン〕 ンソー ル吁ーブ 'ルと! タトを接続しない 
义菜。感電。化障の巧因になりまず。 

:白）氷のある塌巧の近く、湿気をほこりの多い糧戸斤に設置しない 
内部の!品度が上がり.义烫の原因になりまず。 

こ1 0) 直身寸日光の当たる場戸斤や;品度の高い攝巧に設置しない 
感電。語動作。古お障の原因になりまず。 

：11 )S F P お張ス□ットに別売の S F P モジ王ール （ SFP -10 日日 SX / SFP -1 日日日 LX / SFP - LX 4 日） U 外を実装しない 
感電。語動巧。古た障の原因になりまず。 

こ1 2) 振動。衝撃のをい場をわすす定な場巧に設置しない 
蓮:下して.けが。お障の原因になりまず。 

：1 3) この装置を义に人れない 

蠕発。乂烫の原因になりまず。 

：1 4) か属の電源コ—ド（交流10日 V 仕様）を使う 
感電。語 f 乍動。巧障の原因になりまず。 

こ1ち）故障時は電源了つグをむ抜く 

電源を供,給したまま 長 時固放置ずると乂烫の原因になりまず。 

C 16 ) 必ずアース線を接統ずる 

感電。語 巧 動。化障の原因になりまず。 

[17) 電顆コードを電源ポー トにゆるみなどがないぶう、 確実に接続ずる 
感電み I 具 巧 動の原因になりまず。 

：1 8) 自己妾が L 巨 D ( STATUS ). もしくは;品度ヒンサ L 巨 D (TEN P ) ,ファンヒンサ LED ( FAN ) が瞪点滅となった場合は. 

故障のため電源プつグを抜く 

電源を化,給したまま長を固放置ずると乂烫の原因にな りまず。 

：1 9) ツイストべアポート . SF P お張ス□ット、コソソールポート I 電源コード掛け了 □ y クで手などを切らないよう注意止巧り扱う 

:20) IE 巨 E 8 日2。3曰 t 巧にの受電機器を本装置に接続ずる塌合 、 C a + 日 e 从上の午ーブルを使用ずる 
上記 la 外のヶーブ'ルを使用ずると、発熱。発义。古た障の原因になりまず。 


使用止の注意事項 


:1 ) 内部の点お。修理は販売店にご巧おください。 

：2)商用電源は必ず本:装置の近くで，巧りおいやずい糧巧からお巧りください。 
：3)この装置を設置。跨動ずる際は.電源コードを外して < ださい。 

：4)この装置を清掃ずる隙は、電源コードを外して < ださい。 
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(己）仕栋限巧をこえると f 吳動作の原因となりまずので、ご!主意 < ださい。 

(己） R 」4己〕束クタ (ツイス トぺアポート.コンソールポート）の金属端子和〕タクタに接続された ツイス トペアケーブ'ルのモジュつプつダの 
金属端子のに朋れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。 

詩電気により巧障の原因になりまず。 

(7) コぶクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ1つ了つダを々一ぺットなどの帯電ずるものの止み近辺に放置しないでください。 

詩電気により故障の原因となりまず。 

(8) 落下など強い衝撃を与えないで<ださい。 

古お障の原因になりまず。 

(9) コンソールポートにコンソールケーブルを接続ずる際は.事前にこの装置け外の金属製什器などを触って詩電気を除ましてくだざい。 

(10) な下場所でのお管。使用はしないでください。 

(仕様の環境る件下にて保管。使用をしてください〉 

- 水などの液体ボかかるおそれのある塌巧、湿ながをい場戸斤 

- ほこりのをい塌巧、静電気障害のおそれのある場巧（々一ぺットの止など） 

- 直身寸日光が当たる場戸斤 

- 結露ずるような場巧.仕様の巧おを件を输たさない高温。化温の場巧 

- 振動。衝撃が強い場戸斤 

(11) 周囲の温度ボ日〜4日‘ C の場所でお使いください。また、この装置の通風□をふさボないでください。 

通風□をんさぐと内部に熱ボこもり t 具動巧の巧因となりまず。 

(12) この装置を止下に重ねて置かないでください。 

まわ、ちちに並べておく塌合はずき固を2 0 mm な上設けてください。 

( 1 3) つックマウントずる攝合は.上下の機器との固隔を2日 m m は止舖してお使いください。 

(14) SFP お張ス□ットに別売の SFP 拡張モジ王ール （ SFP -1 日日 0 SX / SFP -1 日日日 LX / SFP - LX 4 日） 

W 外を実装した場合、動作保 t 正はいたしませんのでごを意くた'さい。 


□□貝保 sILIl ソいし 


本商品の品質管理には最大の注力をいたしまずザ. 

(1) 万一.本商品の品質す良ザ原因となり.人命並びにお産にを大の鼓響が予測される塌合には.本仕様書記載の特性。致値に 
がしを巧を持たれ.かつ二重回路等のまを対策を組み込んでいただくことを.製造物責任の観点からお勧めしまず。 

(2) 本商品の□□□質保 t 正期間はお貿止け'曰より1年間とし、本仕様書に記載ざれた項目とその範囲内とざせていただきまず。 

本商品に薛社の貴による照なが巧らかになった場合には.誠意をもって代替品の捏化.または瑕疵部分の交被.修理を 
本商品の納入塌巧で速やかに巧わせていただきまず。 

但し.次の塌合はこの保 I 正のが象から除かせていただきまず。 

1 ) 本:商品の故障や瑕疵から話発された化の損害の攝合。 

2) お賈い上け'棲の取あい.保管.運搬（輸送）にわし、て、あ仕磋書記黃は外の柔件ボあ商品に加わった場合。 

3) お買い上げ時までに実用化されている技術では予見ずることがで巧能であった現象に起因ずる場合。 

4) 义炎、せ震。洪氷•义巧。紛争など蜂社に責のない自巧あるいは人為めな巧舌による場合。 


耶圾説明書.本体おかつベル等のを意書になった使用が態で保 f 正期固内に故障した場合には、無料修理させていわだきまず。 

わ客:祿の巧お説日月書になわない操作に起因ずる損害および本商品の故障。誤動作などの要因によって通信の職をを 
逸したために生じた損害については、その責任は負いかねまずのでご了をください。 

C ィ）使用止の語りおよびす当な修理を改造じよる故障および損傷 

(□) お買止げ搔の巧か場巧の移或.輸送.な下などによる故障および損傷 

い〇火を、お震、水き、落雷、その他天菜地変および公き、塩き.ガスき（硫化ガスなど）.異常電任、指定外の 
使用電源（電店.周狡数）などによるが障および損傷 
(二）保証書の提をがない塌合 

(ホ）巧証吾にわ買上げ曰、わを様をの記入のない場合、あるいは字巧を青き替えられた場合 
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